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農
林
水
産
省
は
、
昨
年

11
月
に
「
バ
イ
オ
炭
の
農

地
施
用
を
対
象
と
し
た
方

法
論
に
つ
い
て
」
を
発
表

し
、
バ
イ
オ
炭
の
種
類
や

製
造
、
品
質
に
関
わ
る
条

件
や
、
バ
イ
オ
炭
の
施
用

場
所
や
施
用
量
の
確
認
方

法
に
つ
い
て
示
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
並
ん
で
、
バ

イ
オ
炭
の
農
地
施
用
を
新

た
な
方
法
論
と
し
て
加
え

た
。
ま
た
同
時
に
「
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
概
要

に
つ
い
て
」も
発
表
し
た
。

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と

は
、
バ
イ
オ
炭
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
の
削
減
量
を
政

府
が
認
証
す
る
仕
組
み

で
、企
業
な
ど
へ
売
却
し
、

売
却
益
を
農
家
が
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

あ
る
。
ま
た
、
農
林
水
産

省
は
、
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
バ
イ

オ
炭
の
農
業
施
用
の
促
進

を
掲
げ
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
農
業
へ
の
転
換
は
急

務
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
獲
得

の
方
法
を
説
明
す
る
。
国

内
で
は
、
日
本
バ
イ
オ
炭

普
及
会
（
代
表
：
九
州
大

学
大
学
院
凌
祥
之
教
授
）

と
（
一
社
）
日
本
ク
ル
ベ

ジ
協
会
（
代
表
：
立
命
館

大
柴
田
晃
教
授
）
が
協
働

で
、
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

普
及
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
。
農
業
者
が
使
用
す

る
バ
イ
オ
炭
は
、
日
本
バ

イ
オ
炭
普
及
会
の
中
の
バ

イ
オ
炭
品
質
部
会
が
固
定

炭
素
な
ど
の
品
質
確
認
書

を
発
行
す
る
。
こ
の
品
質

確
認
書
は
、
圃
場
土
壌
へ

の
炭
素
貯
留
の
量
を
決
定

す
る
た
め
の
基
本
デ
ー
タ

と
な
る
。
農
業
者
は
、
バ

イ
オ
炭
を
施
用
し
た
田
畑

の
地
図
・
番
地
と
年
間
の

施
用
量
を
、
（
一
社
）
日

本
ク
ル
ベ
ジ
協
会
に
提
出

し
て
、
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
申
請
を
行
う
。（
一
社
）

日
本
ク
ル
ベ
ジ
協
会
は
、

農
業
者
か
ら
の
申
請
を
取

り
ま
と
め
て
、
Ｊ
―
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
事
務
局
（
み

ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
（
株
））
に
Ｊ

―
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
を
行

う
。
獲
得
さ
れ
た
Ｊ
―
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
売
却
額
は
、

農
業
者
へ
還
元
さ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｊ
―
ク
レ

ジ
ッ
ト
に
よ
る
「
排
出
権

取
引
」の
売
却
益
に
加
え
、

農
林
水
産
省
は
「
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
」
制
度
に
よ
り
、
10
ａ

当
た
り
５
０
０
０
円
が
助

成
さ
れ
る
地
域
も
あ
る
。

こ
ち
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
す
る
か
、
市
町
村

の
農
政
課
な
ど
へ
の
相
談

が
必
要
で
あ
る
。

　

バ
イ
オ
炭
と
し
て
用
い

る
こ
と
の
で
き
る
炭
は
、

木
炭
、
竹
炭
、
も
み
殻
炭

な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
処

理
に
困
っ
て
い
る
も
み
殻

の
有
効
活
用
が
望
ま
れ

る
。
も
み
殻
燻
炭
は
、
稲

刈
り
後
の
水
田
に
積
み
上

げ
た
も
み
殻
に
着
火
し
て

製
造
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
現
在
は
、
大

気
汚
染
防
止
法
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
煙
を
装
置
内
で
燃
焼

す
る
タ
イ
プ
の
、
も
み
殻

炭
化
装
置
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
い
く
つ
か

の
炭
化
装
置
メ
ー
カ
ー
が

市
販
し
て
い
る
。
ま
た
、

果
樹
や
公
園
な
ど
の
樹
木

剪
定
枝
や
竹
林
の
間
伐
材

な
ど
も
炭
の
原
料
と
し
て

有
効
で
、
炭
化
前
に
粉
砕

す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
み

殻
の
炭
化
装
置
で
炭
化
が

可
能
に
な
る
。

【
吉
澤
秀
治
（
よ
し
ざ
わ　

し
ゅ
う
じ
）】
２
０

１
９
年
明
星
大
学
を
定
年
退
職
し
、
名
誉
教
授
。

在
職
中
は
、
炭
農
業
に
よ
る
炭
素
隔
離
・
貯
留
や
、

有
機
の
水
耕
栽
培
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
開
発
な

ど
。
現
在
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
も

進
め
て
い
る
。
木
質
炭
化
学
会
副
会
長
、
日
本

バ
イ
オ
炭
普
及
会
バ
イ
オ
炭
製
造
販
売
部
会
長

を
務
め
る
。
１
９
４
８
年
東
京
都
生
ま
れ
。

始
ま
る「
バ
イ
オ
炭
に
よ
る
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
」
－②－

Windy BUILDシリーズＶＡＲ山　本
製作所

Ａ
Ｉ
モ
ー
ド
搭
載

大
型
風
胴
で
速
く
て
省
エ
ネ

山本代表取締役

　

山
本
製
作
所（
山
本
丈
実
代
表
取
締
役
）で
は
担
い
手
向
け
製
品
の
受
注
が
好
調
だ
。

ス
ピ
ー
ド
・
品
質
・
省
エ
ネ
性
全
て
が
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
の
最
新
鋭
機
を
目
指
し
、
乾
燥

機
で
は
業
界
初
の
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
同
社
が
１
０
０
周
年
を
期
し
て
開
発
、
２
０
１
９
年

に
発
売
し
て
以
来
２
年
余
、
非
常
に
評
判
の
良
い
遠
赤
乾
燥
機
『
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｙ　

Ｂ
Ｕ

Ｉ
Ｌ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
』
か
ら
Ｖ
Ａ
Ｒ
（
30
・
35
・
40
・
45
・
50
・
55
石
）
を
紹
介
す
る
。

ＨＤ―55ＶＡＲ

【
乾
燥
機
自
ら
学
習
し
高
精

度
の
デ
ー
タ
を
導
き
出
す
新

た
な
モ
ー
ド
と
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
の
搭
載
】
業
界
で
初

め
て
乾
燥
機
に
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
搭
載
。
山
本
独
自

の
各
モ
ー
ド
と
併
せ
、
使
用

頻
度
が
高
い
ほ
ど
高
精
度
な

制
御
に
な
る
。

《
お
ま
か
せ

乾
燥
》
特
許

取
得
の
山
本
独
自
の
乾
燥
モ

ー
ド
。
初
め
に
張
込
時
、
水

分
ム
ラ
を
分
析
。
分
析
し
た

水
分
値
を
基
に
乾
燥
機
が
自

動
で
「
撹
拌
（
か
く
は
ん
）」

↓
「
乾
燥
」
↓
「
休
止
」
↓

「
仕
上
乾
燥
」
を
行
う
。
最

初
に
撹
拌
す
る
こ
と
で
、
張

込
ん
だ
穀
物
を
不
規
則
に
混

ぜ
、
水
分
ム
ラ
の
偏
り
を
な

く
す
。

　

次
に
穀
物
を
一
定
の
水
分

値
に
な
る
ま
で
乾
燥
し
、
休

止
さ
せ
る
こ
と
で
水
分
値
を

均
一
に
す
る
。

　

最
後
に
仕
上
乾
燥
す
る
こ

と
で
、
よ
り
高
品
質
に
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
搭
載
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
が
、
水
分
バ

ラ
つ
き
と
休
止
時
間
の
関
係

性
を
分
析
。
使
用
頻
度
が
多

い
ほ
ど
、
水
分
バ
ラ
つ
き
に

対
す
る
最
適
な
休
止
時
間
を

割
り
出
し
、
乾
燥
終
了
時
間

も
高
い
精
度
で
導
き
出
す
。

《
仕
上
予
約
モ
ー
ド
》
乾
燥

終
了
時
刻
を
設
定
。
省
エ
ネ

設
定
の
「
ふ
つ
う
乾
燥
」
と

「
休
止
」
を
合
わ
せ
、
設
定

し
た
乾
燥
終
了
時
刻
ま
で
仕

上
げ
る
設
定
。
休
止
を
挟
む

こ
と
で
水
分
ム
ラ
が
減
少

し
、
安
定
し
た
品
質
に
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

指
定
し
た
時
刻
に
乾
燥
が
終

了
す
る
た
め
、
都
度
乾
燥
機

に
足
を
運
び
終
了
時
刻
を
確

認
す
る
手
間
が
な
く
な
る
。

そ
れ
に
よ
り
乾
燥
作
業
を
思

い
の
ま
ま
に
操
る
こ
と
が
で

き
、
安
心
し
て
他
の
作
業
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
搭
載
し
た
Ａ
Ｉ
が
乾
燥大型風胴

機
を
使
用
す
る
た
び
に
学
習

し
、
高
い
精
度
で
乾
燥
終
了

時
刻
を
導
き
出
す
。

【
新
設
計
・
独
自
の
大
型
風

胴
だ
か
ら
で
き
る
速
さ
と
省

エ
ネ
の
両
立
】
風
胴
を
約
30

％
大
型
化
し
、
従
来
機
よ
り

乾
燥
時
間
を
最
大
20
％
短
縮

し
た
。
風
胴
後
部
に
は
、
山

本
独
自
の「
排
熱
回
収
機
構
」

を
採
用
し
、
穀
物
量
に
応
じ

て
風
を
操
る
「
新
ス
マ
ー
ト

乾
燥
」
と
併
せ
、
速
さ
と
省

エ
ネ
性
を
向
上
し
た
。

【
フ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
直

感
で
操
る
洗
練
さ
れ
た
操
作

盤
】
操
作
盤
の
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
。
６
イ
ン
チ
の
大
型
画

面
、
６
つ
の
ボ
タ
ン
と
ダ
イ

ヤ
ル
を
採
用
し
た
、
直
感
的

乾燥機自ら学習し高精度のデータを導き出す新たなモードとＡＩ（人工知能）を搭載

に
誰
で
も
分
か
り
や
す
い
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
画
面
上
に
山
本
製

作
所
独
自
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム

タ
イ
マ
」
を
復
活
。
動
作
の

オ
ン
・
オ
フ
を
組
み
合
わ
せ

て
、
効
率
的
な
作
業
が
行
え

る
。
ま
た
、Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｓ
対
応
、

運
転
デ
ー
タ
自
動
記
録
。

　

▽
は
や
い
モ
ー
ド
＝
高
品

質
を
維
持
し
な
が
ら
、
乾
燥

時
間
を
通
常
よ
り
最
大
20
％

早
く
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
▽
飼
料
米
モ
ー
ド
＝
仕
上

が
り
時
間
の
速
さ
を
追
求
し

た
飼
料
米
専
用
の
設
定
▽
選

択
ダ
イ
ヤ
ル
＝
ダ
イ
ヤ
ル
式

を
採
用
し
、
選
択
枠
を
明
確

に
し
た
画
面
と
ボ
タ
ン
。
直

感
的
な
操
作
で
誰
で
も
簡
単

に
操
作
で
き
る
▽
攪
拌
モ
ー

ド
（
循
環
ス
イ
ッ
チ
を
長
押

し
）
＝
左
右
循
環
量
を
変
化

さ
せ
、
乾
燥
機
内
部
の
穀
物

を
攪
拌
す
る
。
水
分
の
異
な

る
別
々
の
圃
場
か
ら
張
込
ん

だ
場
合
な
ど
、
乾
燥
機
内
の

穀
物
を
良
く
混
ぜ
た
い
場
合

に
有
効
だ
▽
送
風
運
転
独
立

＝
張
込
・
循
環
・
排
出
運
転

時
に
送
風
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

と
送
風
機
が
起
動
。
押
す
た

び
に
、
停
止
↓
弱
風
↓
強
風

↓
停
止
…
を
繰
り
返
し
、
状

況
に
応
じ
た
送
風
運
転
が
で

き
る
。

【
精
度
と
耐
久
性
を
追
求
し

た
新
型
水
分
計
】
穀
物
供
給

は
信
頼
と
実
績
の
２
軸
ス
ク

リ
ュ
ー
方
式
を
採
用
。
供
給

不
良
を
検
出
す
る
と
、
自
動

的
に
逆
回
転
し
て
異
物
を
排

出
す
る
エ
ラ
ー
回
避
機
能
付

き
。
穀
物
が
溜
ま
り
に
く
い

形
状
に
プ
ラ
ス
し
て
、
耐
摩

耗
ブ
ラ
シ
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
安
定
し
た
測
定
精
度
を

長
期
間
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｖ
Ｍ
Ｒ
シ
リ

ー
ズ
（
19
・
22
・
25
・
28
・

31
・
34
石
）
も
あ
る
。

養
液
管
理
を
遠
隔
監
視

セ
ム
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

　

セ
ム
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

＝
中
川
士
郎
社
長
、
東
京
都

文
京
区
本
駒
込
＝
は
、
Ｇ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
in
愛
知
に
出
展
し
、
水

耕
栽
培
機
「
ら
く
ら
く
肥
料

管
理
機
４
」
と
１
台
で
Ｅ
Ｃ

と
ｐ
Ｈ
と
温
度
の
測
定
が
可

能
な
水
質
監
視
モ
ニ
タ
ー

「
Ｐ
Ｃ
Ｅ
―
12
Ｍ
」
を
展
示

・
紹
介
し
た
。
工
業
用
の
排

水
処
理
技
術
に
定
評
の
あ
る

同
社
だ
が
、
農
業
分
野
で
も

ハ
ウ
ス
栽
培
の
排
液
処
理
、

植
物
工
場
の
養
液
管
理
に
加

え
、
複
合
制
御
盤
で
イ
チ
ゴ

や
ト
マ
ト
等
の
栽
培
現
場
で

導
入
事
例
が
広
が
っ
て
お

り
、
今
回
の
最
新
ハ
ウ
ス
見

クラウドで遠隔監視が可能に

学
ツ
ア
ー
で
訪
問
し
た
ハ
ウ

ス
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　

「
ら
く
ら
く
肥
料
管
理
機

４
（
Ｒ
Ｋ
４
Ｔ
Ｗ
型
）」
は
、

ｐ
Ｈ
計
／
Ｅ
Ｃ
計
と
定
量
ポ

ン
プ
を
１
台
に
ま
と
め
る
こ

と
で
肥
料
濃
度
の
自
動
管
理

を
可
能
と
し
、
煩
わ
し
い
配

線
な
ど
な
く
、
手
軽
に
設
置

で
き
る
。
水
質
監
視
モ
ニ
タ

ー
「
Ｐ
Ｃ
Ｅ
―
12
Ｍ
」
は
水

耕
栽
培
の
排
水
の
数
値
を
監

視
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

モ
ド
バ
ス
対
応
の
利
点
を
生

か
し
、
今
回
、
デ
ジ
タ
ル
通

信
Ｒ
Ｓ
―
４
８
５
と
ｓ
ｉ
ｍ

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
監
視
シ

ス
テ
ム
を
参
考
出
品
。Ｅ
Ｃ
、

ｐ
Ｈ
、
水
温
の
３
点
を
数
値

化
し
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

で
遠
隔
監
視
で
き
、
異
常
値

を
知
ら
せ
る
警
報
設
定
も
可

能
。
来
場
者
か
ら
は
「
植
物

工
場
で
栽
培
指
導
が
一
元
管

理
す
る
の
に
役
立
つ
」
と
ま

ず
ま
ず
の
反
応
だ
っ
た
。

省
エ
ネ
・
超
低
音
設
計

イ
ン
バ
ー
タ
発
電
機
を
発
売

ワキタ

ＨＰＧ2300ｉ

　

ワ
キ
タ
＝
脇
田
貞
二
社

長
、
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
１

―
３
―
20
＝
は
、
家
庭
用
電

源
と
同
等
の
高
品
質
な
電
気

を
安
定
供
給
で
き
る
超
低
音

型
の
イ
ン
バ
ー
タ
発
電
機

「
Ｈ
Ｐ
Ｇ
２
３
０
０
ｉ
」
を

８
月
23
日
か
ら
発
売
す
る
。

定
格
出
力
は
2.3 

kVA
。
軽
量
・

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
高
耐
久

で
機
能
も
充
実
。
農
業
や
建

築
な
ど
幅
広
い
業
界
向
け
に

ア
ピ
―
ル
す
る
ほ
か
、
災
害

時
や
停
電
時
の
非
常
用
電
源

と
し
て
も
提
案
す
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｇ
２
３
０
０
ｉ
は
、

イ
ン
バ
ー
タ

に
よ
る
高
品

質
の
電
力
供

給
や
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
採

用
で
負
荷
に

応
じ
た
エ
ン

ジ
ン
回
転
数

を
自
動
制
御

し
燃
料
の
無
駄
を
減
ら
す
こ

と
で
、
低
燃
費
と
超
低
音
を

実
現
。出
力
時
や
過
負
荷
時
、

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
不
足
時
な

ど
、
発
電
機
の
状
態
が
一
目

で
分
か
る
操
作
パ
ネ
ル
を
採

用
し
、
よ
り
扱
い
や
す
く
し

た
。
ガ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
は
、

車
へ
の
積
み
込
み
や
移
動
時

に
便
利
。
積
み
重
ね
が
可
能

で
、
収
納
時
に
場
所
を
と
ら

な
い
。

　

寸
法
は
、
全
長
４
１
３
×

全
幅
４
６
９
×
全
高
４
７
２

㎜
。
排
気
量
１
４
９
㏄
、
質

量
は
29
・
８
㎏
。
定
格
負
荷

時
5.5
時
間
連
続
で
運
転
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

売
却
額
農
家
へ
還
元

5000
円
／
10
ａ
助
成
の
地
域
も

小型もみ殻炭化装置（エスケイ工業）

バイオ炭品質管理とＪ―クレジットの流れ




